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「数学は 無限遠点 恋う心（加藤）

 恋うて焦がれて 遙かな旅路（臼井）」数学をやっていて、いろいろな方の人格

に触れながら、一緒に七転八倒してや

ったりするのが楽しいというのがあります。

臼井三平さんという立派な方がいらっしゃ

って、６年くらい共同研究してたんです。

しんどい研究で５年経っても出来なくて、

命のあるうちにできるかな、と冗談を言っ

ていてたら、臼井さんが入院してしまった。

命も危ないかという大病で、半年くらい入

院してたんですよ。でも、数学というのは

研究のやりとりもメールで出来るもんです

から、彼はそれを大きな楽しみにしていた。

いろいろやりとりがありましてね。この方、

川柳がお得意なんです。

これ（上）は臼井さんとのやりとりなん

です。方程式で描かれた図形の一番彼方の

ところに無限遠点というのがあって、そこ

素数の歌はとんからり…
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ときどき面白そうな数学の本があるから

のぞいてたりしてたんですが、現代数

学の本を見たらもうちんぷんかんぷんでイ

ヤになって、数学は止めようと思ってたん

ですよ。ところがね、大学の２年のときに

成績があまりに悪くて留年をしまして。麻

雀に狂いすぎたんですけど。最初は航空学

科に行ったんです。でも、これはだめだ、と。

成績も悪かったし、このままではいかんな、

やっぱり文学かな、と思って本を読みあさ

ったりもしたんです。

ちょうどその頃、友達に借りていた『現

代代数学』という本があったんです。難し

かったんですけど、こっちは必死ですから。

将来どうしていいかわかんなくなっちゃっ

て。で、必死で読めばそのうちわかってき

ますよね。それからもう数学に没頭し始め

たんです。あまりに没頭の仕方が激しかっ

たもんですから、しかも留年中でもう一人

「数学は 無限遠点 恋う心（加藤）

 恋うて焦がれて 遙かな旅路（臼井）」

の様子をどういう風に理解したらいいのか

というのが、いろいろな問題で重要になっ

てくるんですよね。この気持ちを「数学は…」

と送ったんです。そうしたら向こうから「恋

うて焦がれて…」と返事が来た。これはう

まいこと決まったなと思って、この川柳を

論文に載せたんです。で、欧文論文なので、

孤独だったものですから、明けても暮れて

も数学。トイレでも数学。どこでも数学。

それでもう完璧に狂ってしまったんです。

それで、誰が見ても様子がおかしいという

状態になってしまって、今でもまだ治って

ないんですよ。

数学は無限遠点恋う心

数学との出会い　　　　
　　　　女心と数学

フランスの方に説明して訳しても

らうことにしたんです。日本の和

歌というのは、寂しげな悲しげな

気持ちがどうしてもいつでもメロ

ディーに既に入っているんだ、と

一生懸命説明したんです。人間と

いうのは有限の存在だから無限の

彼方にはたどり着くことはできな

いんだけれども、無限の彼方に憧

れて数学を研究していくんだ、そ

の辺の悲しげな雰囲気も出してく

れませんかと。

Professor Kazuya Kato

これが載るころには院試の結果が…。 （理・４　ぺち）
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１．

素数の歌はとんからり

とんからりんりんらりるれろ

耳を澄ませば聞こえます

楽しい歌が聞こえます

２．

素数の歌はちんからり

ちんからりんりんらりるれろ

声を合わせてうたいます

素数の国の愛の歌

３．

素数の歌はこんころり

ころりんころりんころころり

心やさしい星の子の

願いのように澄んだ歌

５．

素数の歌はぽんぽろり

ぽろりんぽろりんぽんぽろり

素数は夢を見ています

あしたの夢を歌います

４．

素数の歌はぴーひゃらら

ぴーひゃららんらんらりるれろ

うさぎも鹿も聞いています

森のふしぎな笛の音

やっぱり、私、あまり頭良くないみたい

なんです、偉い数学者に比べると。狂

うくらい頑張らないと追いつかないんです

よね。能力以上に頑張らなくちゃと思って。

でも、そのくらい私は数学というのが好き

なんです。やっぱり自然の神秘が如実に表

れてくる、それに触れられるという。紙と

鉛筆だけで、目の前に真実が現れてきて…。

そういうのがうれしくてたまりませんね。

その辺のノートなんかにも書きまくってい

るわけです。大学ノートも１日１冊潰して

いて、表紙に日付が書いてあるでしょう。

よく人に会うと数学は研究することなんて

なくてもう全部わかっちゃってるでしょう、

と言われるんですが、私の考えではまだ山

の麓にたどり着いたばっかりなんですよね。

それは別に数学に限らず他の学問もきっと

そうだと思うんですよ。

こっちの方に研究を進めて行こうかな、

とかあれに憧れて頑張ってみようかな、

とか思うにはなんか感じる力が必要でしょ。

そういう感受性というのが割と詩心という

のと通じるところがあるんじゃないかと思

うんです。素敵なもんだなぁと思ってやっ

ていくわけですから。でも、世の中では社

会に出ても２次方程式を解く機会はないと

か言って、数学を軽蔑することで人間を大

事にするんだと思っている人がいて困るん

ですよね。

京都という土地は割とその点ではいいん

ですよね。例えば、その京都のこの場所で

誰々さんがこういう和歌を詠んだ、と。そ

んな和歌なんの足しにもならんでしょう？

でもこれは重要なことだといって大事にし

てたりする。そういう街の雰囲気というの

がありますよね。これがなかったら京都は

ただの観光都市になってしまう。せっかく

京都にいるからには京都の精神というかそ

ういうものを受け取っていくのがいいんじ

ゃないかと思います。

――ありがとうございました。 （apis）

それからというものずっと狂いまくり

で暮らしてきてしまったんです。警

察官に捕まったこともあるんです。これ

は、大学院生のときでした。修士論文が書

けるかどうかの瀬戸際で、普通の人でもお

かしくなるかもしれませんが、私はもとも

とおかしいもんですから、特におかしくな

っていたんです。東京の吉祥寺に綺麗な駅

ビルがあるんですけど、そこを私は歩いて

いましたら、右と左から警察官がやってき

て私の両脇を吊り上げて、つっつっつーと

交番に連れて行くんです。「自分の格好を

見てみなさい」と、おっしゃる。見てみる

と、ほとんど裸だったんです。うん、でも

どうして裸になったのか、わからないんで

すよね（笑）。近くを歩いていた人が通報し

たんでしょうね。でも、私の学生で警察に

捕まりました、という学生がいないのが残

念で、みなさんどうもね、打ち込み方がち

ょっと足りないような気がするんですよね。

人間様子がおかしくなるまでやれば一仕事

はできるんですよね、これは間違いないん

です。そういう人間になるのがいいかとい

うのは価値観の問題ですけど。当然女の子

にはもてない。当時は、女心とかを理解す

る機会も全くないですよね。女心というも

のについては、この歳になってからわかっ

たことがあるんです。ジョン・コーツとい

うイギリスの数学者がいるんですが、この

人が源氏物語が大好きで、京都を案内する

前に、源氏物語の話もちゃんとできないと、

と思って漫画版で読んだんです。若い女の

人向けに女性の作家が描いているわけでし

ょ。読んでみると、確かにわからなかった

ことがいっぱいで、まず女の人は好きだと

言われたいということが初めてわかりまし

た。これ、わかんなかったんですよ。

『講義をするときにも私の講義のまとめはこの歌

だと言ってまず最初に配ります。研究内容も

そのまんま。これで全てです』

1952年和歌山県生まれ愛媛県育ち

本人曰く「山がまわりにあったので京都は

山がまわりにあるのでおちつく」

1970年東京大学に入学

東工大を経て2001年秋から現職

Profile 「素数の歌」の秘密

加藤先生の研究スタイル。机ではなく床に座っ

て考える。「こうしているとだんだん乗ってく

るんですよ」

大学ノート１日１冊
 数学という山の麓

作：加藤和也素数の歌

生まれて初めてゴキブリをやっつけた!!! （文・３　文１）


